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れ
る
の
か
不
思
議
な
思
い

に
駆
ら
れ
た
。

７
月
１
日

７
時
30
分
に
父
島
二
見

港
を
出
港
。
９
時
30
分
母

島
沖
港
に
到
着
。
11
時
か

ら
母
島
の
記
念
式
典
。

18
時　

は
は
丸
（
い
）

ナ
イ
ト
２
０
１
８
に
参
加

（
母
島
泊
）
。

７
月
２
日

10
時　

東
京
都
町
村

長
・
町
村
議
会
議
長
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
、
小
笠

原
の
空
港
問
題
や
自
然
環

境
等
、
意
見
交
換
。

12
時
30
分
母
島
沖
港
を

出
港
。

14
時
20
分
父
島
二
見
港

に
入
港
。

15
時
30
分
小
笠
原
丸
に

乗
り
変
え
、盛
大
な
見
送
り

を
受
け
二
見
港
を
出
港
。

７
月
３
日

15
時
30
分
東
京
竹
芝
に

到
着
。
５
泊
６
日
の
長
い

船
旅
で
あ
っ
た
。

小
笠
原
の
訪
問
を
振

り
返
っ
て

現
状
の
小
笠
原
は
元

気
で
活
力
に
満
ち
て
い
る

が
、
昭
和
50
年
代
の
離
島

ブ
ー
ム
で
燃
え
上
が
っ
た

伊
豆
諸
島
の
よ
う
に
、
一

過
性
の
ブ
ー
ム
に
な
ら
な

い
こ
と
を
願
う
の
み
。
特

異
な
環
境
や
自
然
遺
産
を

大
切
に
育
て
、
緊
張
感
を

持
続
し
、
地
道
な
努
力
が

求
め
ら
れ
て
く
る
。

今
回
の
出
張
は
東
京
都

13
町
村
の
町
村
長
・
議
会

議
長
と
合
同
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
13
町
村
長
と

議
会
議
長
と
の
小
笠
原
返

還
50
周
年
記
念
式
典
参
加

を
通
じ
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
大
変
有
意
義
な

旅
で
あ
っ
た
。

お
世
話
し
て
い
た
だ
い

た
関
係
各
位
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

湖
か
ら
南
下
す
る
形
で
喬

木
村
に
到
着
し
た
。

今
号
に
は
喬
木
村
議
会

訪
問
（
12
・
13
ペ
ー
ジ
）

だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
視

察
先
で
あ
る
、
小
池
手
造

り
農
産
物
加
工
所
（
14

ペ
ー
ジ
）、
下
條
村
（
15

ペ
ー
ジ
）
を
掲
載
し
、
次

号
に
温
泉
ト
ラ
フ
グ
養
殖

事
業
を
掲
載
予
定
で
あ

る
。
（
文
章　
木
村
諭
史
）

島
し
ょ
会
館
か
ら
貸
し

切
り
バ
ス
に
乗
っ
て
、
５

月
24
日
か
ら
１
泊
２
日
で

長
野
県
先
進
地
視
察
に
出

発
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
議

会
改
革
』
で
あ
る
。
こ
こ

一
年
、
全
員
協
議
会
・
総

務
常
任
委
員
会
の
中
で
も

意
見
交
換
さ
れ
て
き
た

テ
ー
マ
で
あ
る
。

選
定
の
き
っ
か
け
は
、

議
長
が
配
っ
た
議
会
改
革

先
進
事
例
の
新
聞
特
集
か

ら
で
あ
る
。

何
カ
所
か
打
診
し
た
結

果
、
『
夜
間
休
日
議
会
』

を
開
催
し
て
い
る
長
野
県

の
喬
木
（
た
か
ぎ
）
村
を

選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

喬
木
村
議
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

議
会
改
革
レ
ポ
ー
ト
を
事

前
に
読
み
、
先
方
に
事
前

質
問
を
連
絡
し
た
上
で
当

日
を
迎
え
た
。

道
中
、
２
０
２
７
年

開
通
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
高
架
を
横
目
に

見
な
が
ら
長
野
県
を
北
上

し
、
休
憩
に
寄
っ
た
諏
訪

長
野
県
南
部
の
先
進
地
を
視
察
！

議
会
改
革
・
移
住
促
進
・
産
業
振
興
を
さ
ぐ
る

長野県　視察先の地図
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長
野
県
喬
木
村
へ
、
議

会
改
革
の
取
り
組
み
状
況

を
視
察
し
た
。
喬
木
村
議

会
か
ら
は
10
名
の
議
員
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
下

岡
議
長
か
ら
議
会
改
革
の

ス
ラ
イ
ド
説
明
の
後
、
質

疑
応
答
に
入
っ
た
。

ス
ラ
イ
ド
は
全
52
ペ
ー

ジ
に
お
よ
び
、
議
員
全
員

が
自
由
に
編
集
・
発
表
で

き
る
。

地
区
を
大
事
に
す
る
喬
木
村

の
背
景明治

８
年
に
５
か
村
が

合
併
し
現
在
に
立
っ

て
い
る
。
南
信
州
に
位
置

し
、岐
阜
県
愛
知
県
静
岡
県

に
隣
接
す
る
山
村
地
域
で

あ
る
。10
地
区
の
う
ち
２
地

区
で
議
員
が
不
在
と
な
っ

て
い
る
。

夜
間
休
日
議
会
の
意
義
は
？

議
員
の
な
り
手
不
足
の

解
消
が
主
な
目
的
で

あ
る
。

村
議
会
議
員
選
挙
が
、

平
成
13
年
以
降
無
投
票
と

選
挙
を
交
互
に
繰
り
返

し
、
直
近
の
平
成
29
年
は

無
投
票
。

だ
が
成
果
が
あ
ら
わ
れ

る
の
は
平
成
33
年
の
選
挙

で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
。

議
長
が
牽
引
＆
引
く
に
引
け

な
い
状
況
で
取
り
組
ん
だ 

無
投
票
を
き
っ
か
け
に

議
会
改
革
委
員
会
で

検
討
を
は
じ
め
、
平
成
24

年
に
前
前
議
長
が
主
導
し

て
議
会
基
本
条
例
が
制
定

さ
れ
た
。

現
議
長
に
よ
る
『
議
会

活
性
化
の
た
め
の
15
の
提

言
』
の
う
ち
の
１
つ
と
し

て
実
現
。

構
想
段
階
で
新
聞
に

載
っ
た
こ
と
で
、
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
も
し
た
が
、
議

員
各
位
に
は
負
担
が
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。

議
会
傍
聴
者
は
増
え
て
き
た
？

行
政
職
員
が
夜
間
休
日

開
催
の
た
め
、
見
に

来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

議
会
中
継
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

行
っ
て
い
る
た
め
議
会
傍
聴

者
が
多
い
と
の
こ
と
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
で
市
民
の
視

点
＆
な
り
手
を
引
き
込
む
！

議
会
モ
ニ
タ
ー
は
地

区
１
名
ず
つ
＋
公

募
４
名
の
20
名
で
あ
り
、

高
校
二
年
生
も
入
っ
て
い

る
。耳

の
痛
い
意
見
も
出

し
て
く
れ
て
い
る
。
議
会

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
も
傍
聴

に
来
て
く
れ
た
り
し
て
い

る
。

わ
か
り
や
す
い
資
料
で
傍

聴
者
を
は
な
さ
な
い
！

普
通
の
予
算
書
で
は
な

く
、
分
か
り
や
す

い
予
算
書
で
審
議
し
、
持

ち
帰
れ
る
配
布
資
料
も
あ

る
。
次
回
も
傍
聴
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
を

し
て
い
る
。
（
文
章　

木

村
諭
史
・
大
沼
弘
一
）

夜
間
・
休
日
議
会
で
議
会
は
変
わ
る
!?

充
実
の
意
見
交
換
は
２
時
間
を
超
え
た
！

事前の資料読み込み＆事前質問を経た有意義な意見交換も
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ら
れ
る
事
は
取
り
入
れ
議

会
改
革
を
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

山
本
均
の
視
点
！

必
ず
し
も
選
挙
に
な
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ

て
お
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
も

議
員
不
在
の
地
区
が
あ
る

こ
と
が
問
題
と
下
岡
議
長

の
説
明
が
あ
っ
た
。
私
た

ち
の
村
議
会
を
考
え
て
み

る
と
、
や
は
り
相
容
れ
な

い
部
分
が
あ
り
、
選
挙
が

な
い
の
は
良
く
な
い
と
思

う
。議

会
の
働
き
は
法
律
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
全
国
一

律
の
も
の
で
あ
る
が
、
実

際
の
役
割
は
地
域
に
よ
っ

て
異
な
り
、
歴
史
的
沿
革

大
沼
弘
一
の
視
点
！

新
島
村
と
は
様
々
な

環
境
の
違
い
は
あ

る
が
、
幅
広
い
年
齢
層
、

多
様
な
職
種
・
立
場
の
議

員
が
活
動
で
き
る
議
会
環

境
の
整
備
が
必
要
と
感
じ

る
。議

員
定
数
の
削
減
も
検

討
課
題
で
あ
る
が
、

住
民
の
代
表
が
減
っ
て
し

ま
う
こ
と
や
、
少
数
の
議

員
で
物
事
が
決
定
さ
れ
る

懸
念
も
あ
る
。
今
後
慎
重

に
議
論
し
て
い
く
必
要
を

感
じ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
議
員
一
人
ひ
と
り
の
資

質
を
高
め
て
い
く
努
力
が

大
切
と
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

前
田
卓
秀
の
視
点
！

夜
間
休
日
議
会
の
取
り

組
み
に
よ
り
若
手
議

員
や
兼
業
議
員
の
な
り
手

不
足
解
消
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
幅
広
い
年

齢
層
の
男
性
や
女
性
が
議

員
と
し
て
参
加
し
多
様
な

考
え
や
意
見
を
村
政
に
反

映
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

多
様
な
人
材
を
確
保
す

る
に
は
若
手
兼
業
議

員
が
活
動
し
や
す
い
環
境

作
り
が
大
切
で
あ
る
。
今

の
と
こ
ろ
新
島
で
は
な
り

手
が
い
な
い
と
は
思
わ
な

い
が
、
若
手
議
員
の
な
り

手
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
今
後
の
事
も
考
え
て

新
島
村
議
会
も
取
り
入
れ

に
左
右
さ
れ
る
。

喬
木
村
も
議
員
の
多

く
が
地
区
推
薦
に
よ
っ
て

輩
出
さ
れ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
50
年
ほ
ど
前
に
は

地
区
内
で
完
結
す
る
生
活

が
普
通
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
各
地
区
の
信
頼
の

お
け
る
人
を
暗
黙
の
了
承

の
も
と
に
担
ぎ
出
し
、
任

せ
る
。
そ
の
よ
う
な
伝
統

が
続
き
、
地
方
自
治
の
制

度
と
融
合
し
た
と
想
像
す

る
。そ

れ
ぞ
れ
の
候
補
者
が

自
己
の
所
信
を
表
明

し
、
有
権
者
の
審
判
を
仰

ぐ
。
こ
の
基
本
は
わ
が
村

で
は
ず
っ
と
踏
襲
さ
れ
て

き
て
い
る
と
理
解
す
る
。

私
の
考
え
は
、
議
員
定

数
を
削
減
し
て
選
挙
体
制

を
維
持
し
て
有
権
者
の
審

判
の
も
と
に
選
良
を
選
出

す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。　

新島村での議員数および立候補者数の変化
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元
新
島
村
ふ
れ
あ
い
農

園
の
担
当
職
員
で
あ
っ
た
小

林
氏
か
ら
の
紹
介
が
あ
り
、

小
池
手
造
り
農
産
加
工
所
有

限
会
社
を
訪
問
し
た
。

同
社
は
売
上
の
７
割
を

占
め
る
委
託
加
工
を
中
心

に
自
社
製
品
の
製
造
・
販

売
も
行
っ
て
い
る
。
従
業

員
は
31
名
で
、
全
国
の
べ

２
０
０
０
件
ほ
ど
の
農
家

と
の
取
引
が
あ
る
。

加
工
品
の
魅
力
の
秘
密
は
？ 

地
域
の
素
材
を
生
か
し

た
手
造
り
へ
の
こ
だ

わ
り
と
、
『
今
日
入
っ
た

原
料
は
今
日
製
品
に
し
て

納
入
す
る
』
小
ロ
ッ
ト
生

産
を
貫
い
て
い
る
。

農
産
物
を
加
工
品
に
す

る
こ
と
で
、
多
品
目
化
と

賞
味
期
限
の
長
期
化
、
高

付
加
価
値
化
を
実
現
し
て

い
る
。
他
産
地
と
混
ぜ
ず

に
持
ち
込
ま
れ
た
作
物
だ

け
で
加
工
す
る
こ
と
で
、

個
性
的
で
魅
力
的
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
が
生
ま
れ
る
。

容
器
と
装
置
へ
の
熱
湯

消
毒
、
手
間
暇
か
け
た
加

工
技
術
、
長
年
の
経
験
と

味
見
に
よ
る
微
調
整
が
重

要
だ
そ
う
だ
。

コ
ツ
コ
ツ
積
み
重
ね
て
事

業
化
へ会長

の
小
池
芳
子
さ

ん
は
、
昭
和
７
年

生
ま
れ
で
、
農
村
女
性
と

し
て
無
人
販
売
所
を
全
国

に
先
駆
け
て
実
施
し
た
。

喬
木
村
議
会
議
員
を
二
期

務
め
た
の
ち
、
60
歳
で
小

池
手
造
り
農
産
加
工
所
と

し
て
独
立
し
た
。
そ
の
後

２
０
０
１
年
に
法
人
を
設

立
し
た
。
77
歳
の
と
き
黄

綬
褒
章
を
受
章
。

（
文
章　
森
田
一
）

青
沼
喜
六
の
視
点
！

日
本
全
国
か
ら
原
料
と

な
る
農
産
物
が
集
ま

り
、
委
託
加
工
の
注
文
が

来
る
こ
と
に
驚
い
た
。
そ

の
出
発
点
は
行
政
か
ら
の

補
助
金
で
は
制
約
が
あ
っ

た
の
で
自
分
が
描
く
本
物

の
ジ
ュ
ー
ス
加
工
は
で
き

な
い
思
い
と
、
喬
木
村
の

農
業
生
産
意
欲
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
の
思
い
が

あ
っ
た
こ
そ
、
今
が
あ
る

と
い
っ
た
こ
と
に
感
銘
を

受
け
た
。

森
田
一
の
視
点
！

新
島
農
協
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
な
い
か
と
何

点
か
質
問
し
た
が
、
『
加

工
方
法
に
し
て
も
、
加
工

機
器
に
し
て
も
、
こ
こ

に
来
れ
ば
何
で
も
教
え
ま

す
』
と
の
こ
と
で
隠
す
も

の
は
何
も
な
い
と
の
事
で

し
た
。棚

に
は
『
小
池
芳
子
の

手
造
り
食
品
加
工
コ

ツ
の
コ
ツ
』
と
い
う
本
が

品
目
別
に
数
10
冊
並
ん
で

お
り
、
２
冊
ほ
ど
買
っ
て

き
ま
し
た
が
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
入
り
で
と
て
も
丁

寧
に
書
か
れ
て
あ
り
読
み

や
す
い
本
で
す
。　

魅
力
的
な
農
産
加
工
技
術
を
視
察
！

創
業
者
の
熱
意
と
創
意
工
夫
に
最
高
の
刺
激
が
！

たくさんの加工品が並ぶ事務所で小池会長と。
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子
育
て
世
代
の
移
住
を

促
進
し
、
奇
跡
の
村
と
呼

ば
れ
る
下
条
村
を
訪
問
し

た
。
残
念
な
が
ら
議
会
視

察
は
他
議
会
と
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
、
調
整
が
か
な
わ

な
ず
当
議
会
の
自
主
的
な

視
察
と
な
っ
た
。

途
中
の
観
光
施
設
『
そ

ば
の
城
』
に
て
、
地
元
に

精
通
し
た
方
か
ら
説
明
を

伺
う
こ
と
に
な
っ
た
。

下
条
村
の
施
策
と
は
？

独
自
の
子
育
て
支
援
と

し
て
、
高
校
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
、
出
産
祝

い
金
支
給
事
業
、
保
育
料

の
引
き
下
げ
や
無
料
化
、

入
学
祝
い
金
の
支
給
、
給

食
費
補
助
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
若
者
定
住

促
進
住
宅
と
し
て
マ
ン

シ
ョ
ン
並
み
の
広
さ
の
住

宅
を
数
多
く
格
安
で
提
供

し
て
い
る
。

健
全
財
政
を
維
持
す
る

た
め
に
役
場
の
効
率

化
を
実
施
す
る
と
と
も
に

住
民
参
加
に
よ
る
公
共
事

業
費
の
削
減
に
も
努
め
て

い
る
。

そ
の
成
果
に
よ
り
多
く

の
若
者
世
帯
が
移
住
し
、

奇
跡
の
村
と
し
て
合
併
せ

ず
に
活
性
化
に
成
功
し
て

い
る
。
（
文
章　

木
村
諭

史
・
大
沼
弘
一
）

子
宝
村
の
奇
跡
と
今
を
さ
ぐ
る
！

奇
跡
の
根
底
に
は
住
民
自
治
が
！

大
沼
弘
一
の
視
点
！

近
く
に
飯
田
市
が
あ
り

そ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
の
役
割
も
あ
り
、

当
村
と
違
い
働
く
場
所
が

確
保
で
き
て
い
る
。
だ
が

反
面
、
高
校
進
学
、
大
学

進
学
等
に
よ
り
子
育
て
が

あ
る
程
度
終
わ
れ
ば
定
住

化
せ
ず
離
れ
て
い
く
世
帯

が
多
い
と
い
う
課
題
も
見

え
た
。先ず

は
、
新
島
村
住
民

が
住
み
や
す
い
村
を

築
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り

そ
れ
が
定
住
化
促
進
の
近

道
で
あ
る
と
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。

青
沼
弘
の
視
点
！

子
育
て
が
終
わ
る
と
実

家
の
あ
る
所
や
近
隣

の
町
に
引
っ
越
し
て
い
く

人
が
増
え
て
お
り
、
ピ
ー

ク
時
よ
り
も
人
口
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
言
う
。
そ

の
要
因
の
１
つ
と
し
て
、

近
場
に
働
く
場
所
が
な

い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も

言
っ
て
い
た
。

働
く
場
所
の
確
保
・
子

育
て
支
援
な
ど
が

充
実
し
て
い
れ
ば
、
新
島

村
で
も
、
人
口
減
少
は
防

げ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

充実した設備かつ低価格の村営住宅。2LDKで3万4千円。


